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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のサブフレーム中に、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスン
ビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了とデータ送信のために構成された第２のサブフレームの
境界との間の時間期間を識別することと、
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変長メッセージの持続時間を選択すること
と、前記選択された持続時間は、前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数
スペクトル帯域中の認可チャネル上で送信される認可フレームと時間整合させるように同
期を確立する、
　前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前記境界と時間整合されるように
、前記識別された時間期間中に前記チャネル上で、前記選択された持続時間に従ってＷｉ
－Ｆｉプリアンブルと前記可変長メッセージとを送信することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、前記
擬似ランダムバックオフ間隔が、前記チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なく
とも部分的に基づいて選択される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するこ
と、前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の残りの部分中に前記チャネルを予約する
ように構成された、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の前記残りの部分中に前記チャネルを予約す
るように選択された固定宛先アドレスを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部
分を復号することと、
　前記復号されたヘッダ部分に少なくとも部分的に基づいて、前記ＬＢＴプロシージャが
完了したと決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記チャネルが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス
（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記命令は、
　　第１のサブフレーム中に、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッス
ンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行することと、
　　前記ＬＢＴプロシージャの完了とデータ送信のために構成された第２のサブフレーム
の境界との間の時間期間を識別することと、
　　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリ
アンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変長メッセージの持続時間を選択するこ
とと、前記選択された持続時間は、前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波
数スペクトル帯域中の認可チャネル上で送信される認可フレームと時間整合させるように
同期を確立する、
　　前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前記境界と時間整合されるよう
に、前記識別された時間期間中に前記チャネル上で、前記選択された持続時間に従ってＷ
ｉ－Ｆｉプリアンブルと前記可変長メッセージとを送信することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項８】
　前記ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、前記
擬似ランダムバックオフ間隔が、前記チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なく
とも部分的に基づいて選択される、
を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、請求項７に記載の
装置。
【請求項９】
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するこ
と、前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の残りの部分中に前記チャネルを予約する
ように構成された、
　を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、請求項７に記載
の装置。
【請求項１０】
　前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の前記残りの部分中に前記チャネルを予約す
るように選択された固定宛先アドレスを備える、請求項９に記載の装置。
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【請求項１１】
　前記ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部
分を復号することと、
　前記復号されたヘッダ部分に少なくとも部分的に基づいて、前記ＬＢＴプロシージャが
完了したと決定することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、請求項７に記載
の装置。
【請求項１２】
　前記チャネルが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス
（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する、請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　第１のサブフレーム中に、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスン
ビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行するための手段と、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了とデータ送信のために構成された第２のサブフレームの
境界との間の時間期間を識別するための手段と、
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変長メッセージの持続時間を選択するため
の手段と、前記選択された持続時間は、前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線
周波数スペクトル帯域中の認可チャネル上で送信される認可フレームと時間整合させるよ
うに同期を確立する、
　前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前記境界と時間整合されるように
、前記識別された時間期間中に前記チャネル上で、前記選択された持続時間に従ってＷｉ
－Ｆｉプリアンブルと前記可変長メッセージとを送信するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　第１のサブフレーム中に、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスン
ビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了とデータ送信のために構成された第２のサブフレームの
境界との間の時間期間を識別することと、
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変長メッセージの持続時間を選択すること
と、前記選択された持続時間は、前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数
スペクトル帯域中の認可チャネル上で送信される認可フレームと時間整合させるように同
期を確立する、
　前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前記境界と時間整合されるように
、前記識別された時間期間中に前記チャネル上で、前記選択された持続時間に従ってＷｉ
－Ｆｉプリアンブルと前記可変長メッセージとを送信することと
　を行うためにプロセッサによって実行可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１５年９月２２日に出願された
「Listen-Before-Talk for LTE Direct on Unlicensed Radio Frequency Spectrum Band
」と題する、Ｔａｖｉｌｄａｒらによる米国特許出願第１４／８６１，８１９号の優先権
を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無認可無
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線周波数スペクトル帯域上の直接通信をサポートするリッスンビフォアトーク（listen-b
efore-talk）機構に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、い
くつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル上でＵＥと通信し、（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために
）アップリンクチャネル上でＵＥと通信し得る。ＵＥは、直接ダイレクトツーダイレクト
（Ｄ２Ｄ：direct-to-direct）ワイヤレスリンク上でＤ２Ｄ通信を使用して互いと直接通
信し得る。
【０００５】
　[0005]現在の実装形態は、認可無線周波数スペクトルおよび／または無認可無線周波数
スペクトル帯域の（１つまたは複数の）帯域におけるＤ２Ｄ通信を実現する。しかしなが
ら、無認可無線周波数スペクトル帯域における通信は、たとえば、媒体アクセスプロシー
ジャに関する様々な要件に準拠し得る。ＵＥは、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（
ＷＷＡＮ）リソース、たとえば、ＬＴＥ（登録商標）帯域を使用して、それらのＤ２Ｄ通
信を同期させ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]説明される特徴は、概して、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上の
直接Ｄ２Ｄ通信のためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-talk）機構を
提供する１つまたは複数の改善された方法、システム、デバイス、または装置に関する。
概して、改善された方法は、ＵＥが、サブフレーム中にチャネル上でＬＢＴプロシージャ
を実行することと、メッセージを送ることによってサブフレームの残りの時間（たとえば
、ＬＢＴプロシージャが完了した後の、次のサブフレームの開始までの時間）を満たすこ
ととを与える。したがって、ＵＥは、サブフレームの開始時に、またはサブフレーム中に
、ＬＢＴプロシージャ（たとえば、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channe
l assessment）プロシージャ）を開始し、ＬＢＴプロシージャが完了したと決定し得る。
所与のＬＢＴプロシージャの持続時間は、たとえば、信号検出、異なるバックオフ時間な
どにより、変動し得る。ＵＥは、次のサブフレームの開始までの、サブフレーム中に残っ
ている時間を計算し得る。ＵＥは、次いで、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）プリアンブルと可変
長メッセージとを送信し得る。可変長メッセージの長さは、サブフレーム中の残りの時間
を満たすように選択され得る。次のサブフレームの開始時に、ＵＥは、サブフレーム境界
において整合されたサブフレームにおいて、それの直接Ｄ２Ｄ通信（たとえば、データメ
ッセージ）を受信ＵＥに送信し得る。したがって、改善された方法は、サブフレームにお
ける同期送信を維持しながら、周波数分割多重化プロパティを改善する。
【０００７】
　[0007]例の第１の例示的なセットでは、ワイヤレス通信のための方法が提供される。本
方法は、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（Ｌ
ＢＴ）プロシージャを実行することと、ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレーム
の境界との間の時間期間を識別することと、識別された時間期間中にチャネル上でＷｉ－
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Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信することと、可変長メッセージが、第２の
サブフレームの境界と時間整合された持続時間を備える、を含み得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの態様では、本方法は、固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴ
プロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変
長メッセージの持続時間を選択することを含み得る。本方法は、チャネル上で送信される
フレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上で送信されるフレームと時間整
合させるように可変長メッセージの持続時間を選択することを含み得る。本方法は、ＬＢ
Ｔプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、擬似ランダムバ
ックオフ間隔が、チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なくとも部分的に基づい
て選択される、を含み得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様では、本方法は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（
ＣＴＳ－Ｓ：clear-to-send-to-self）情報要素を送信すること、ＣＴＳ－Ｓ情報要素が
、時間期間の残りの部分中にチャネルを予約するように構成された、を含み得る。ＣＴＳ
－Ｓ情報要素は、時間期間の残りの部分中にチャネルを予約するように選択された固定宛
先アドレスを含み得る。本方法は、ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信され
たＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部分を復号することと、復号されたヘッダ部分に少なくとも部
分的に基づいて、ＬＢＴプロシージャが完了したと決定することとを含み得る。チャネル
は、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ：device-t
o-device）直接通信に関連する。
【００１０】
　[0010]例の第２の例示的なセットでは、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本
装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命
令とを含み得る。命令は、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行することと、ＬＢＴプロシージャの完了と第
２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別することと、識別された時間期間中にチ
ャネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信することと、可変長メッ
セージが、第２のサブフレームの境界と時間整合された持続時間を備える、を行うために
プロセッサによって実行可能であること。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、本装置は、固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴ
プロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変
長メッセージの持続時間を選択することを行うためにプロセッサによって実行可能な命令
を含み得る。本装置は、チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯
域中のチャネル上で送信されるフレームと時間整合させるように可変長メッセージの持続
時間を選択することを行うためにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。本装置
は、ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、擬似ラ
ンダムバックオフ間隔が、チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なくとも部分的
に基づいて選択される、を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、本装置は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（
ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信すること、ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、時間期間の残りの部分中
にチャネルを予約するように構成された、を行うためにプロセッサによって実行可能な命
令を含み得る。ＣＴＳ－Ｓ情報要素は、時間期間の残りの部分中にチャネルを予約するよ
うに選択された固定宛先アドレスを含み得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、本装置は、ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受
信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部分を復号することと、復号されたヘッダ部分に少なく
とも部分的に基づいて、ＬＢＴプロシージャが完了したと決定することとを行うためにプ
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ロセッサによって実行可能な命令を含み得る。チャネルは、無認可無線周波数スペクトル
帯域におけるデバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する。
【００１４】
　[0014]例の第３の例示的なセットでは、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本
装置は、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（Ｌ
ＢＴ）プロシージャを実行するための手段と、ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフ
レームの境界との間の時間期間を識別するための手段と、識別された時間期間中にチャネ
ル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信するための手段と、可変長メ
ッセージが、第２のサブフレームの境界と時間整合された持続時間を備える、を含み得る
。
【００１５】
　[0015]いくつかの態様では、本装置は、固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴ
プロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて可変
長メッセージの持続時間を選択するための手段を含み得る。本装置は、チャネル上で送信
されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上で送信されるフレームと
時間整合させるように可変長メッセージの持続時間を選択するための手段を含み得る。本
装置は、ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択するための手
段、擬似ランダムバックオフ間隔が、チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なく
とも部分的に基づいて選択される、を含み得る。
【００１６】
　[0016]いくつかの態様では、本装置は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（
ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するための手段、ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、時間期間の残りの
部分中にチャネルを予約するように構成された、を含み得る。ＣＴＳ－Ｓ情報要素は、時
間期間の残りの部分中にチャネルを予約するように選択された固定宛先アドレスを含み得
る。
【００１７】
　[0017]いくつかの態様では、本装置は、ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受
信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部分を復号するための手段と、復号されたヘッダ部分に
少なくとも部分的に基づいて、ＬＢＴプロシージャが完了したと決定するための手段とを
含み得る。チャネルは、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス
（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する。
【００１８】
　[0018]例の第４の例示的なセットでは、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能
コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が提供される。無認可無線周波数スペク
トル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行するこ
とと、ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別す
ることと、識別された時間期間中にチャネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセ
ージとを送信することと、可変長メッセージが、第２のサブフレームの境界と時間整合さ
れた持続時間を備える、を行うためにプロセッサによって実行可能なコード。
【００１９】
　[0019]いくつかの態様では、本非一時的コンピュータ可読媒体は、固定ＬＢＴプロシー
ジャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル時間とに少なく
とも部分的に基づいて可変長メッセージの持続時間を選択することを行うためにプロセッ
サによって実行可能なコードを含み得る。本非一時的コンピュータ可読媒体は、チャネル
上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上で送信されるフ
レームと時間整合させるように可変長メッセージの持続時間を選択することを行うために
プロセッサによって実行可能なコードを含み得る。本非一時的コンピュータ可読媒体は、
ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、擬似ランダ
ムバックオフ間隔が、チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なくとも部分的に基
づいて選択される、を行うためにプロセッサによって実行可能なコードを含み得る。
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【００２０】
　[0020]いくつかの態様では、本非一時的コンピュータ可読媒体は、Ｗｉ－Ｆｉプリアン
ブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信すること、ＣＴＳ－Ｓ情報要素が
、時間期間の残りの部分中にチャネルを予約するように構成された、を行うためにプロセ
ッサによって実行可能なコードを含み得る。ＣＴＳ－Ｓ情報要素は、時間期間の残りの部
分中にチャネルを予約するように選択された固定宛先アドレスを含み得る。
【００２１】
　[0021]上記は、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開
示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。追加の特徴および利点が
以下で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための
他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特徴、それ
らの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を
検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明の目的でのみ与えられる
ものであり、特許請求の範囲の制限の定義として与えられるものではない。
【００２２】
　[0022]本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様
の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかか
わらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0024]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域における直
接通信のための例示的なリッスンビフォアトーク機構の図。
【図３】[0025]本開示の様々な態様による、例示的なリッスンビフォアトークプロシージ
ャの態様の図。
【図４】[0026]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するために構成
されたデバイスのブロック図。
【図５】[0027]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するために構成
されたデバイスのブロック図。
【図６】[0028]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図７】[0029]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフ
ローチャート。
【図８】[0030]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフ
ローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0031]無認可無線周波数スペクトル帯域におけるロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ）デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信（ＤＵ通信）は、サブフレームにおいてＤ２Ｄ
通信を整合させるためにＵＥに同期情報を与えるネットワーク（たとえば、基地局）を含
み得る。しかしながら、無認可周波数スペクトル帯域における通信は、一般に、様々な規
制に準拠しなければならない。たとえば、１つの規制要件は、送信デバイスが媒体にアク
セスするより前にリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行しなければなら
ない、媒体アクセス制御に関する。デバイスは、媒体（またはチャネル）上で送信する前
にそれがアイドルであるかどうかを決定するために媒体上でリッスンし得る。
【００２５】
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　[0032]所与のＬＢＴプロシージャの持続時間、たとえば、チャネルが利用可能であると
決定するためにＵＥが必要とする時間は、バックオフパラメータ、検出されたエネルギー
における差などにより、変動し得る。これは、ＵＥがＵＥのデータ送信のためのサブフレ
ーム整合を維持することを試みているときに問題になり得る。現在、ＬＴＥ　Ｄ２Ｄ通信
プロトコルは、無認可周波数スペクトル帯域送信に関連するそのような規制要件に準拠す
るように構成されていない。
【００２６】
　[0033]本開示の態様によれば、ワイヤレス通信の１つまたは複数のデバイスが、無認可
無線周波数スペクトル帯域におけるＤ２Ｄ通信を実行するために構成され得る。たとえば
、ＵＥなど、デバイスが、無認可チャネル上のサブフレームにおけるＬＢＴプロシージャ
（たとえば、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャ）を採用し得る。ＵＥ
は、ＬＢＴプロシージャの後、サブフレームにおいてＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メ
ッセージとを送信し得る。ＵＥは、可変長メッセージの終了をサブフレームと時間整合さ
せる可変長メッセージの持続時間を選択し得、たとえば、可変長メッセージは、現在サブ
フレームにおいて、および次のサブフレームの最初で終了する。ＵＥは、サブフレームと
整合された次のサブフレームにおいて、ＵＥの直接無認可（ＤＵ：direct unlicensed）
通信、たとえば、データメッセージを送信し得る。諒解され得るように、可変長メッセー
ジの持続時間は、ＬＢＴプロシージャのための実際の時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルメ
ッセージに関連する時間と、サブフレームの長さとに基づいて選択され得る。
【００２７】
　[0034]以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用可
能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明され
る要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシー
ジャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、説
明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合
わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合わ
せられ得る。
【００２８】
　[0035]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラッ
キングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティング、
またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たと
えば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし、ＵＥ１１５と
の通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントロ
ーラの制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレ
ス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）を介して、直
接的または間接的（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）のいずれかで、互いと
通信し得る。
【００２９】
　[0036]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮ
Ｂ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、またはいくつかの他の好適な用語で呼ばれる
ことがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリア
の一部分のみを構成するセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異な
るタイプの基地局１０５（たとえば、マクロセル基地局および／またはスモールセル基地
局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る
。
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【００３０】
　[0037]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という
用語は、概して、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、概して、Ｕ
Ｅ１１５を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの
ｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
であり得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、お
よび／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コ
ンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア
、あるいはキャリアまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すた
めに使用され得る３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００３１】
　[0038]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じま
たは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基地局
である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルと、フェムトセルと、マイクロセ
ルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワークプ
ロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フ
ェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセ
ルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber 
group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得
る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのた
めのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと
呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの
）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００３２】
　[0039]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信
は時間的に近似的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミン
グを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説
明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３３】
　[0040]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Pack
et Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リン
ク制御（ＲＬＣ）レイヤが、論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテー
ションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度
処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイ
ヤはまた、リンク効率を改善するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブ
リッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ
）プロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ
１１５と基地局１０５またはコアネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と
保守とを行い得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャ
ネルにマッピングされ得る。
【００３４】
　[0041]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ１
１５は固定式またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユ
ニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、
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ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、
アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエ
ージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語をも
含むか、あるいはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラ
ーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフ
ォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、
スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワー
ク機器と通信することが可能であり得る。
【００３５】
　[0042]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵＥ
１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信
と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各
通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上記で
説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサブキャリア（たとえば、異なる周
波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送
られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユ
ーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使
用して（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作
を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。
ＦＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤのための
フレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）が定義され得る。
【００３６】
　[0043]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５および
／またはＵＥ１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善す
るために、アンテナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追
加または代替として、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコー
ド化データを搬送する複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る
多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を採用し得る。
【００３７】
　[0044]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る機能をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。ＵＥ１１５は
、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアッ
プリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキ
ャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００３８】
　[0045]ワイヤレス通信システム１００は、無認可無線周波数スペクトル帯域（無認可帯
域）におけるＤ２Ｄ通信をサポートし得る。たとえば、ＵＥ１１５は、無認可帯域中のチ
ャネル上で、直接ワイヤレスリンク、たとえば、ＰＣ５インターフェースリンクを介して
、ネイバリングＵＥ１１５と通信し得る。ＵＥ１１５は、Ｄ２Ｄ通信プロトコルに従う、
無認可帯域において通信するための規制要件に準拠する様式で、Ｄ２Ｄ通信を実行し得る
。たとえば、ＵＥ１１５は、媒体アクセス規制要件に準拠するように無認可帯域中のチャ
ネル上でＬＢＴプロシージャを実行し得る。ＬＢＴプロシージャ、たとえば、ＣＣＡプロ
シージャは、無認可帯域におけるＤ２Ｄ通信に参加するＵＥ１１５の間で同期されたサブ
フレームにおいて実行され得る。ＵＥ１１５は、ＬＢＴプロシージャが完了すると、サブ
フレームにおける残りの時間、たとえば、次のサブフレームが開始するまでの時間を識別
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し得る。ＵＥ１１５は、次いで、残りのサブフレーム時間期間中に無認可帯域中のチャネ
ル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信し得る。可変長メッセージの
持続時間または長さは、残りのサブフレーム時間に基づいて選択され、たとえば、ＬＢＴ
プロシージャとＷｉ－Ｆｉプリアンブル送信とに続く残りの時間を満たすように選択され
得る。ＵＥ１１５は、次のサブフレームにおいて、ＵＥ１１５の情報（たとえば、制御情
報および／またはデータ情報）メッセージを送信し得る。
【００３９】
　[0046]図２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおける同期メッ
セージ送信をサポートする無認可帯域中のチャネル上のＬＢＴプロシージャの一例を示す
図２００である。図２００は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１
００の態様を示し得る。図２００は、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂとして示されてい
る２つのワイヤレスノードを含む。ＵＥ１１５－ａおよび／または１１５－ｂは、無認可
帯域中のチャネル上の直接Ｄ２Ｄ通信のために構成され得る。ＵＥ１１５－ａおよび／ま
たは１１５－ｂは、図１を参照しながら説明されたＵＥ１１５の例であり得る。いくつか
の例では、ＵＥ１１５のうちの１つなど、システムデバイスが、以下で説明される機能の
一部または全部を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。
【００４０】
　[0047]概して、図２００は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルおよび可変長メッセージの送信が
後続する、無認可帯域中のチャネル上で実行されるＬＢＴプロシージャを示す。概して、
ＬＢＴプロシージャは、２０２と２０４との間の期間にわたるサブフレーム０中に実行さ
れる。データ送信は、２０４と２０６との間の期間にわたるサブフレーム１中に行われる
。図２００は２つのサブフレームの一例を示すが、説明される技法は２つのサブフレーム
に限定されず、代わりに、２つ未満のサブフレームまたは３つ以上のサブフレームにわた
って行われ得ることを理解されたい。
【００４１】
　[0048]ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、無認可帯域中のチャネル上の別のＵＥに通
信するためのトラフィックを有し得る。ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、無認可帯域
中のチャネルが利用可能であると決定するために、それぞれ、ＬＢＴプロシージャ２０８
および２１０をチャネル上で開始し得る。ＬＢＴプロシージャ２０８および／または２１
０は、ＣＣＡプロシージャであり得、および／または任意の干渉送信のソースを識別する
ためにヘッダ情報を復号することを含み得る。ＵＥ１１５－ａは、それのＬＢＴプロシー
ジャ２０８に基づいて、チャネルが利用可能であると決定し得る。ＵＥ１１５－ｂも、そ
れのＬＢＴプロシージャ２１０に基づいて、チャネルが利用可能であると決定し得る。し
かしながら、ＬＢＴプロシージャ２１０は、ＬＢＴプロシージャ２０８よりも長くかかっ
ていることがあり、たとえば、ＬＢＴプロシージャ２０８よりもサブフレーム０のうちの
より多くを占有していることがある。たとえば、ＬＢＴプロシージャ２０８は、信号を検
出しておらず、したがって、ＬＢＴ構成に応じてできるだけ急速に完了していることがあ
る。しかしながら、ＬＢＴプロシージャ２１０は、ＬＢＴプロシージャ２１０中に終了し
た別の送信を検出していることがある。したがって、ＬＢＴプロシージャ２１０は、ＬＢ
Ｔプロシージャ２１０の持続時間を拡張する１つまたは複数のバックオフパラメータを採
用していることがある。
【００４２】
　[0049]いくつかの態様では、ＬＢＴプロシージャ２０８および／または２１０は、それ
ぞれ、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂについて同じ擬似ランダムバックオフ値を使用し
得る。他の態様では、ＬＢＴプロシージャ２０８および／または２１０は、それぞれ、Ｕ
Ｅ１１５－ａおよび１１５－ｂについて異なる擬似ランダムバックオフ値を使用し得る。
いくつかの例では、擬似ランダムバックオフ値は、間隔［０，ＣＷ］にわたる一様分布か
ら選択された整数であり得、ここで、ＣＷは競合ウィンドウを指し、物理（ＰＨＹ）レイ
ヤ特性の値ａＣＷｍｉｎとａＣＷｍａｘとの範囲内の整数である。ＣＷは、ａＣＷｍｉｎ
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よりも大きく、ａＣＷｍａｘよりも小さくなり得る。ＵＥ１１５（たとえば、ＵＥ１１５
－ａおよび／または１１５－ｂ）の間の乱数ストリームの間の統計的独立が考慮され得る
。
【００４３】
　[0050]ＬＢＴプロシージャ２０８が完了すると、ＵＥ１１５－ａは、サブフレーム０中
に残された時間の量、たとえば、サブフレーム中の残りの時間を決定し得る。ＵＥ１１５
－ａは、次いで、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル２１２と（拡張直接無認可（ｅＤＵ：extended
 direct unlicensed）メッセージとして識別された）可変長メッセージ２１４とを送信し
得る。ＵＥ１１５－ａは、サブフレーム０中に残された時間の量に基づいて、可変長メッ
セージ２１４の持続時間を選択し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、サブフレーム０の
持続時間から、実際のＬＢＴプロシージャ２０８の時間とＷｉ－Ｆｉプリアンブル２１２
に関連する時間とを減算し得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、サブフレーム０中の残
りの時間に対応する持続時間を有するように可変長メッセージ２１４を構成し得る。すな
わち、ＵＥ１１５－ａは、可変長メッセージ２１４をサブフレーム１の境界と時間整合さ
せる、可変長メッセージ２１４の持続時間を選択し得る。
【００４４】
　[0051]同様に、ＵＥ１１５－ｂは、ＬＢＴプロシージャ２１０の後に、Ｗｉ－Ｆｉプリ
アンブル２１６と可変長メッセージ２１８とを送信し得る。ＵＥ１１５－ｂはまた、可変
長メッセージ２１８をサブフレーム１の境界と時間整合させる、可変長メッセージ２１８
の持続時間を選択し得る。しかしながら、図２００に示されているように、可変長メッセ
ージ２１４の持続時間は、実際のＬＢＴプロシージャ２１０の時間がＬＢＴプロシージャ
２０８よりも長くなること（サブフレーム０のうちのより多くを占有すること）により、
可変長メッセージ２１８の持続時間とは異なる。したがって、可変長メッセージ２１４お
よび２１８は、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂが、同期とフレーム整合とを維持する、
それぞれ、ＤＵメッセージ２２０および２２２を無認可帯域中のチャネル上で送信するこ
とを与える。
【００４５】
　[0052]いくつかの態様では、可変長メッセージ２１４および／または２１８は、パイロ
ット信号送信および／またはバッファデータの送信を含み得る。他の態様は、ＵＥ１１５
－ａおよび１１５－ｂが、それぞれ、可変長メッセージ２１４および／または２１８中に
、他の情報を含めることを与え得る。いくつかの構成では、無認可帯域中のチャネル上の
通信のために構成されたＵＥ１１５は、可変長メッセージ２１４および／または２１８を
無視するようにも構成され得る。他の構成は、可変長メッセージ２１４および／または２
１８中に含まれるデータを含み得る。
【００４６】
　[0053]一例では、ＵＥ１１５－ａおよび／または１１５－ｂは、サブフレーム持続時間
がＸミリ秒であると決定し、サブフレーム持続時間の倍数（たとえば、Ｘ＊１．５）でな
い最大ＬＢＴプロシージャ期間を識別し得る。可変長メッセージの持続時間は、最大ＬＢ
Ｔプロシージャ期間－（マイナス）実際のＬＢＴプロシージャ時間－（マイナス）Ｗｉ－
Ｆｉプリアンブルメッセージの持続時間に基づいて決定され得る。別の例では、ＵＥ１１
５－ａおよび／または１１５－ｂは、サブフレーム持続時間がＸミリ秒であると決定し得
る。可変長メッセージの持続時間は、サブフレーム持続時間－（マイナス）実際のＬＢＴ
プロシージャ時間－（マイナス）Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルメッセージの持続時間に基づい
て決定され得る。
【００４７】
　[0054]いくつかの態様では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル２１２および／または２１６は、
固定宛先アドレスを含み得る。無認可帯域中のチャネル上の通信のために構成されたＵＥ
１１５は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル２１２および／または２１６を無視するようにも構成
され得る。他の構成は、ＵＥ１１５によって使用可能な情報、たとえば、タイミング同期
情報、チャネル状態情報、データバッファサイズ情報などをＷｉ－Ｆｉプリアンブル２１
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２および／または２１６中に含め得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルメッ
セージは、サブフレームの残りの部分中に無認可帯域中のチャネルを予約するように働く
自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を含み得る。
【００４８】
　[0055]ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂに関係する上記の説明は、例示的なものにすぎ
ず、可変長メッセージ２１４と可変長メッセージ２１８とにおける持続時間差を示すこと
を理解されたい。ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、同じチャネル上で、さらには同じ
無認可帯域において、互いと通信していることも、通信していないこともある。
【００４９】
　[0056]図３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの無認可帯域中の
チャネル上で通信するために使用される、例示的なＬＢＴプロシージャ３０２の図３００
を示す。図３００の態様は、図１～図２を参照しながら説明されたＵＥ１１５など、ワイ
ヤレスノードによって実装され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５のうちの１つなど、
システムデバイスが、ＬＢＴプロシージャ３０２に関係する、以下で説明される機能の一
部または全部を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。
【００５０】
　[0057]前に説明されたように、無認可帯域中のチャネル上で直接通信のために構成され
たＵＥ１１５は、チャネル上でＬＢＴプロシージャを実行し得る。例示的なＬＢＴプロシ
ージャ３０２の態様は、分散協調機能（ＤＣＦ：distributed coordination function）
フレーム間スペース（ＤＩＦＳ：DCF interframe space）期間３０６と、複数のフリー期
間３０８、３１０、３１２、および３１４とが後続する、ビジー期間３０４を含み得る。
ビジー期間３０４中に、ＵＥ１１５は、無認可帯域中のチャネル上でエネルギーを検出ま
たは測定し得る。検出されたエネルギーは、しきい値レベルよりも大きくなり得る。した
がって、ＬＢＴプロシージャ３０２は、ＤＩＦＳ期間３０６に遷移し得る。ＤＩＦＳ期間
３０６は、概して、ＵＥ１１５がチャネルをアイドルとして検知する期間に対応する。い
くつかの例では、ビジー期間３０４は、ＤＩＦＳ期間３０６でもあり得る。フリー期間３
０８～３１４は、概して、ＵＥ１１５がチャネルを利用可能として宣言する前にチャネル
をアイドルとして検知しなければならない、追加の期間に対応する。ＬＢＴプロシージャ
３０２は４つのフリー期間３０８～３１４を示しているが、より多いまたはより少ないフ
リー期間が使用され得ることを理解されたい。
【００５１】
　[0058]図４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのデ
バイス４０５のブロック図４００を示す。デバイス４０５は、図１～図３を参照しながら
説明されたＵＥ１１５など、ワイヤレスノードの１つまたは複数の態様の一例であり得る
。デバイス４０５は、受信機４１０、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）マネージャ４１
５、および／または送信機４２０を含み得る。デバイス４０５はまた、プロセッサである
か、またはプロセッサを含み得る。これらのモジュールの各々は互いと通信していること
がある。
【００５２】
　[0059]デバイス４０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
で実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を使用
して、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数
の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得
る。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイ
プの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る
。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定
用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込ま
れた命令を用いて実装され得る。
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【００５３】
　[0060]受信機４１０は、パケット、ユーザデータ、および／または様々な情報チャネル
（たとえば、制御チャネル、データチャネルなど）に関連する制御情報などの情報を受信
し得る。受信機４１０は、無認可帯域中のチャネル上のＬＢＴプロシージャをサポートす
ることに関係する様々なメッセージを受信するように構成され得る。情報は、ＬＢＴマネ
ージャ４１５に、およびデバイス４０５の他の構成要素に受け渡され得る。
【００５４】
　[0061]ＬＢＴマネージャ４１５は、デバイス４０５のために無認可帯域中のチャネル上
のＬＢＴプロシージャの態様を監視するか、制御するか、その態様のための手段を与える
か、または場合によってはその態様を管理し得る。たとえば、ＬＢＴマネージャ４１５は
、第１のサブフレームにおいて無認可帯域中のチャネル上でＬＢＴプロシージャを実行し
得る。ＬＢＴマネージャ４１５は、ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレームの境
界との間の時間期間を識別し得る。ＬＢＴマネージャ４１５は、識別された時間期間中に
チャネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信し得る。可変長メッセ
ージは、第２のサブフレームの境界と時間整合された持続時間を含み得る。
【００５５】
　[0062]送信機４２０は、デバイス４０５の他の構成要素から受信された１つまたは複数
の信号を送信し得る。送信機４２０は、無認可帯域中のチャネル上の直接通信に関係する
様々なフレームまたはメッセージを送信し得る。いくつかの例では、送信機４２０は、ト
ランシーバモジュール中で受信機４１０とコロケートされ得る。
【００５６】
　[0063]図５は、様々な例による、ワイヤレス通信において使用するためのデバイス４０
５－ａのブロック図５００を示す。デバイス４０５－ａは、図１～図３を参照しながら説
明されたＵＥ１１５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス４０５－ａはま
た、図４を参照しながら説明されたデバイス４０５の一例であり得る。デバイス４０５－
ａは、受信機４１０－ａ、ＬＢＴマネージャ４１５－ａ、および／または送信機４２０－
ａを含み得、これらは、デバイス４０５の対応するモジュールの例であり得る。デバイス
４０５－ａはプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信しているこ
とがある。ＬＢＴマネージャ４１５－ａは、ＬＢＴプロシージャマネージャ５０５と、タ
イミングマネージャ５１０と、ｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ５１５とを含み得る。
受信機４１０－ａおよび送信機４２０－ａは、それぞれ、図４の受信機４１０および送信
機４２０の機能を実行し得る。
【００５７】
　[0064]ＬＢＴプロシージャマネージャ５０５は、デバイス４０５－ａのためにＬＢＴプ
ロシージャの態様を監視するか、制御するか、その態様のための手段を与えるか、または
場合によってはその態様を管理し得る。ＬＢＴプロシージャマネージャ５０５は、無認可
無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でＬＢＴプロシージャを実行し得る。チャネル
は、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＤ２Ｄ直接通信に関連し得る。ＬＢＴプロ
シージャマネージャ５０５は、ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間
隔を選択し得る。擬似ランダムバックオフ間隔は、チャネル上の通信に関連するシステム
時間に少なくとも部分的に基づいて選択され得る。ＬＢＴプロシージャマネージャ５０５
は、ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部分
を復号し、復号されたヘッダ部分に基づいて、ＬＢＴプロシージャが完了したと決定し得
る。
【００５８】
　[0065]タイミングマネージャ５１０は、デバイス４０５－ａのためにタイミングの態様
を監視するか、制御するか、その態様のための手段を与えるか、または場合によってはそ
の態様を管理し得る。タイミングマネージャ５１０は、ＬＢＴプロシージャの完了と第２
のサブフレームの境界との間の時間期間を識別し得る。タイミングマネージャ５１０は、
最大ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリアン
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ブル時間とに基づいて可変長メッセージの持続時間を選択し得る。タイミングマネージャ
５１０は、固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆ
ｉプリアンブル時間とに基づいて可変長メッセージの持続時間を選択し得る。タイミング
マネージャ５１０は、チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域
中のチャネル上で送信されるフレームと時間整合させるように可変長メッセージの持続時
間を選択し得る。
【００５９】
　[0066]ｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ５１５は、デバイス４０５－ａのためにＷｉ
－Ｆｉプリアンブルおよび可変長メッセージ（ｅＤＵメッセージ）の送信の態様を監視す
るか、制御するか、その態様のための手段を与えるか、または場合によってはその態様を
管理し得る。ｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ５１５は、識別された時間期間中にチャ
ネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信し得る。可変長メッセージ
は、第２のサブフレームの境界と時間整合された持続時間を含み得る。Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブルは、時間期間の残りの部分中にチャネルを予約するように構成されたＣＴＳ－Ｓ情
報要素を含み得る。ＣＴＳ－Ｓ情報要素は、時間期間の残りの部分中にチャネルを予約す
るように選択された宛先アドレスを含み得る。
【００６０】
　[0067]図６は、様々な例による、ワイヤレス通信において使用するためのシステム６０
０を示す。システム６００は、図１～図３のＵＥ１１５の一例であり得るＵＥ１１５－ｃ
を含み得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、図４および図５のデバイス４０５の１つまたは複数
の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｃは、無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャ
ネル上の直接通信のために構成され得る。
【００６１】
　[0068]ＵＥ１１５－ｃは、概して、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。ＵＥ
１１５－ｃは、（１つまたは複数の）アンテナ６４０と、トランシーバ６３５と、プロセ
ッサ６０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）６２０を含む）メモリ６１５とを含み得、それら
はそれぞれ、（たとえば、１つまたは複数のバス６４５を介して）直接的または間接的に
互いと通信し得る。トランシーバ６３５は、上記で説明されたように、（１つまたは複数
の）アンテナ６４０および／あるいは１つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレスリン
クを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。た
とえば、トランシーバ６３５は、図１～図５に関してＵＥ１１５と双方向に通信するよう
に構成され得る。トランシーバ６３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のために（１つまたは複数の）アンテナ６４０に与え、（１つまたは複数の）アンテナ６
４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５
－ｃは単一のアンテナ６４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｃは、複数のワイヤレス送信を
同時に送信および／または受信することが可能な複数のアンテナ６４０を有し得る。トラ
ンシーバ６３５は、複数のコンポーネントキャリアを介して１つまたは複数のＵＥ１１５
と同時に通信することが可能であり得る。
【００６２】
　[0069]ＵＥ１１５－ｃは、図４および図５のデバイス４０５のＬＢＴマネージャ４１５
のための上記で説明された機能を実行し得る、ＬＢＴマネージャ４１５－ｂを含み得る。
たとえば、ＬＢＴマネージャ４１５－ｂは、ＬＢＴプロシージャマネージャ５０５－ａと
、タイミングマネージャ５１０－ａと、ｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ５１５－ａと
を含み得、それらは、それぞれ、図５を参照しながら説明されたＬＢＴプロシージャマネ
ージャ５０５、タイミングマネージャ５１０、およびｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ
５１５の例であり、それらの機能を実行し得る。
【００６３】
　[0070]メモリ６１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ６１５は、実行されたとき、プロセッサ６０５に、本明細書
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で説明される様々な機能を実行させる（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域中の
チャネル上のサブフレームにおける直接通信をサポートさせるなど）ように構成された命
令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェア
コード６２０を記憶し得る。代替的に、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフト
ウェア／ファームウェアコード６２０は、プロセッサ６０５によって直接的に実行可能で
ないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）コンピュータに本明
細書で説明される機能を実行させるように構成され得る。プロセッサ６０５は、インテリ
ジェントハードウェアデバイス、たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコン
トローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などを含み得る。
【００６４】
　[0071]図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法７００の一例
を示すフローチャートである。明快のために、方法７００は、図１～図３および図６を参
照しながら説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／または図４
および図５を参照しながら説明されたデバイス４０５のうちの１つまたは複数の態様に関
して、以下で説明される。いくつかの例では、ＵＥは、以下で説明される機能を実行する
ようにＵＥの機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の
うちの１つまたは複数を実行し得る。
【００６５】
　[0072]ブロック７０５において、方法７００は、ＵＥが、無認可無線周波数スペクトル
帯域中のチャネル上でＬＢＴプロシージャを実行することを含み得る。ブロック７０５に
おける（１つまたは複数の）動作は、図５および図６を参照しながら説明されたＬＢＴプ
ロシージャマネージャ５０５を使用して実行され得る。
【００６６】
　[0073]ブロック７１０において、方法７００は、ＵＥが、ＬＢＴプロシージャの完了と
第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別することを含み得る。ブロック７１０
における（１つまたは複数の）動作は、図５および図６を参照しながら説明されたタイミ
ングマネージャ５１０を使用して実行され得る。
【００６７】
　[0074]ブロック７１５において、方法７００は、ＵＥが、識別された時間期間中にチャ
ネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信することを含み得る。可変
長メッセージは、第２のサブフレームの境界と時間整合された持続時間を含み得る。ブロ
ック７１５における（１つまたは複数の）動作は、図５および図６を参照しながら説明さ
れたｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ５１５を使用して実行され得る。
【００６８】
　[0075]図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法８００の一例
を示すフローチャートである。明快のために、方法８００は、図１～図３および図６を参
照しながら説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／または図４
および図５を参照しながら説明されたデバイス４０５のうちの１つまたは複数の態様に関
して、以下で説明される。いくつかの例では、ＵＥは、以下で説明される機能を実行する
ようにＵＥの機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の
うちの１つまたは複数を実行し得る。
【００６９】
　[0076]ブロック８０５において、方法８００は、ＵＥが、無認可無線周波数スペクトル
帯域中のチャネル上でＬＢＴプロシージャを実行することを含み得る。ブロック８０５に
おける（１つまたは複数の）動作は、図５および図６を参照しながら説明されたＬＢＴプ
ロシージャマネージャ５０５を使用して実行され得る。
【００７０】
　[0077]ブロック８１０において、方法８００は、ＵＥが、ＬＢＴプロシージャの完了と
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第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別することを含み得る。ブロック８１０
における（１つまたは複数の）動作は、図５および図６を参照しながら説明されたタイミ
ングマネージャ５１０を使用して実行され得る。
【００７１】
　[0078]ブロック８１５において、方法８００は、ＵＥが、チャネル上で送信されるフレ
ームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上で送信されるフレームと時間整合さ
せるように可変長メッセージの持続時間を選択することを含み得る。ブロック８１５にお
ける動作は、図５および図６を参照しながら説明されたタイミングマネージャ５１０を使
用して実行され得る。
【００７２】
　[0079]ブロック８２０において、方法８００は、ＵＥが、識別された時間期間中にチャ
ネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセージとを送信することを含み得る。可変
長メッセージは、第２のサブフレームの境界と時間整合された持続時間を含み得る。ブロ
ック８２０における（１つまたは複数の）動作は、図５および図６を参照しながら説明さ
れたｅＤＵ／Ｗｉ－Ｆｉ送信マネージャ５１５を使用して実行され得る。
【００７３】
　[0080]したがって、方法７００および８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法７０
０および８００は例示的な実装形態にすぎないこと、ならびに方法７００および８００の
動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更
され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法７００または８００のうちの２つ
またはそれ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【００７４】
　[0081]本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用さ
れ得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、
およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、
ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一
般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate 
Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）
）とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシ
ステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウ
ルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ
８０２．１１（ＷｉＦｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装
し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３
ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
：LTE-Advanced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲ
Ａ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パート
ナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤ
ＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ
２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明された技法は、無認可お
よび／または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む、上述のシス
テムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただ
し、上記の説明は、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムについて説明し、上記の説明の
大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ適用例以外に適
用可能である。
【００７５】
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　[0082]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており、
実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。「例」および「
例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明
は、説明される技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念
を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の
形式で示されている。
【００７６】
　[0083]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【００７７】
　[0084]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成としても実装され得る。
【００７８】
　[0085]本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲お
よび趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プ
ロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイ
ヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装
する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分
散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、
本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／また
は」という用語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、ま
たは列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。た
とえば、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいるものとして表される場合
、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組
合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含め
て、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あ
るいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「また
は」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢ
またはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ
）を意味するような選言的列挙を示す。
【００７９】
　[0086]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
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であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ
得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク
（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジ
タル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およ
びＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、
通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生
する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００８０】
　[0087]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとな
り、本明細書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定され
るべきでなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与
えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）
プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別す
ることと、
　前記識別された時間期間中に前記チャネル上でＷｉ－Ｆｉ（登録商標）プリアンブルと
可変長メッセージとを送信することと、前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレー
ムの前記境界と時間整合された持続時間を備える、
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて前記可変長メッセージの前記持続時間を選択
すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上
で送信されるフレームと時間整合させるように前記可変長メッセージの前記持続時間を選
択すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、前記
擬似ランダムバックオフ間隔が、前記チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なく
とも部分的に基づいて選択される、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
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　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するこ
と、前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の残りの部分中に前記チャネルを予約する
ように構成された、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の前記残りの部分中に前記チャネルを予約す
るように選択された固定宛先アドレスを備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部
分を復号することと、
　前記復号されたヘッダ部分に少なくとも部分的に基づいて、前記ＬＢＴプロシージャが
完了したと決定することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記チャネルが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス
（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記命令は、
　無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）
プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別す
ることと、
　前記識別された時間期間中に前記チャネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセ
ージとを送信することと、前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前記境界
と時間整合された持続時間を備える、
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ１０］
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて前記可変長メッセージの前記持続時間を選択
すること
を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ９に記載の装置
。
［Ｃ１１］
　前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上
で送信されるフレームと時間整合させるように前記可変長メッセージの前記持続時間を選
択すること
を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ９に記載の装置
。
［Ｃ１２］
　前記ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、前記
擬似ランダムバックオフ間隔が、前記チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なく
とも部分的に基づいて選択される、
を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ９に記載の装置
。
［Ｃ１３］
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するこ
と、前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の残りの部分中に前記チャネルを予約する
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ように構成された、
を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ９に記載の装置
。
［Ｃ１４］
　前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の前記残りの部分中に前記チャネルを予約す
るように選択された固定宛先アドレスを備える、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部
分を復号することと、
　前記復号されたヘッダ部分に少なくとも部分的に基づいて、前記ＬＢＴプロシージャが
完了したと決定することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ９に記載の装置
。
［Ｃ１６］
　前記チャネルが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス
（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１７］
　無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）
プロシージャを実行するための手段と、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別す
るための手段と、
　前記識別された時間期間中に前記チャネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセ
ージとを送信するための手段と、前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前
記境界と時間整合された持続時間を備える、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１８］
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて前記可変長メッセージの前記持続時間を選択
するための手段
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上
で送信されるフレームと時間整合させるように前記可変長メッセージの前記持続時間を選
択するための手段
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択するための手段
、前記擬似ランダムバックオフ間隔が、前記チャネル上の通信に関連するシステム時間に
少なくとも部分的に基づいて選択される、
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するた
めの手段、前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の残りの部分中に前記チャネルを予
約するように構成された、
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の前記残りの部分中に前記チャネルを予約す
るように選択された固定宛先アドレスを備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記ＬＢＴプロシージャ中に、１つまたは複数の受信されたＷｉ－Ｆｉ信号のヘッダ部
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　前記復号されたヘッダ部分に少なくとも部分的に基づいて、前記ＬＢＴプロシージャが
完了したと決定するための手段と
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記チャネルが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域におけるデバイスツーデバイス
（Ｄ２Ｄ）直接通信に関連する、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードは、
　無認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）
プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャの完了と第２のサブフレームの境界との間の時間期間を識別す
ることと、
　前記識別された時間期間中に前記チャネル上でＷｉ－Ｆｉプリアンブルと可変長メッセ
ージとを送信することと、前記可変長メッセージが、前記第２のサブフレームの前記境界
と時間整合された持続時間を備える、
を行うためにプロセッサによって実行可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　固定ＬＢＴプロシージャ時間と、実際のＬＢＴプロシージャ時間と、Ｗｉ－Ｆｉプリア
ンブル時間とに少なくとも部分的に基づいて前記可変長メッセージの前記持続時間を選択
すること
を行うために前記プロセッサによって実行可能なコードをさらに備える、Ｃ２５に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］
　前記チャネル上で送信されるフレームを認可無線周波数スペクトル帯域中のチャネル上
で送信されるフレームと時間整合させるように前記可変長メッセージの前記持続時間を選
択すること
を行うために前記プロセッサによって実行可能なコードをさらに備える、Ｃ２５に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　前記ＬＢＴプロシージャに関連する擬似ランダムバックオフ間隔を選択すること、前記
擬似ランダムバックオフ間隔が、前記チャネル上の通信に関連するシステム時間に少なく
とも部分的に基づいて選択される、
を行うために前記プロセッサによって実行可能なコードをさらに備える、Ｃ２５に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル中で自己への送信可（ＣＴＳ－Ｓ）情報要素を送信するこ
と、前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の残りの部分中に前記チャネルを予約する
ように構成された、
を行うために前記プロセッサによって実行可能なコードをさらに備える、Ｃ２５に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記ＣＴＳ－Ｓ情報要素が、前記時間期間の前記残りの部分中に前記チャネルを予約す
るように選択された固定宛先アドレスを備える、Ｃ２９に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
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